
⽂部科学省と国⽴⼤学附置研究所・センター 個別定例ランチミーティング

第128回 ⾼知⼤学 海洋コア国際研究所 （2025.10.3)

12:05－12:10(5分） ︓ 研究所・センターの概要
12:10－12:25(15分） ︓深海底掘削とミクロの化⽯で探る地球史

加藤 悠爾
12:25－12:45(20分） ︓質疑応答



高知大学海洋コア国際研究所

総延⾧約150 kmに及ぶ西太平洋～インド洋の
掘削コア試料を冷蔵保管（海洋研究開発機構高知
コア研究所と共同の取組）

約1,500名/年
参加状況

（延べ数）

約150件/年
採択件数

共同利用・共同研究・研究集会
実施状況

共同利用・共同研究による
成果として発表された論文

47%
国際共著論文割合

（第4期 2022-2023平均）

36%
国際共著論文割合

（科学技術指標2024, NISTEP）

参考
日本全体の平均値

「地球掘削科学」の共同利用・共同研究拠点

「掘削コア」を系統冷蔵保管する設備

「掘削コア」を高度分析
する最先端設備群

世界三大国際深海科学掘削計画
（IODP）コア保管施設の1つ

●職員数 33名（R7.3.31現在）※兼務教員除く
教 員:16名（うち特任教員7名）

技術職員:12名（うち技術補佐員11名）

事務職員: 5名（うち事務補佐員3名）(Marine Core Research Institute)

（高知大学における唯一の全国共同利用施設）



facility

施設・設備の概要, 学外利用者の分布
X線CTスキャナ
○ボーリングなどによって海底や陸上で採取された地質試料

（堆積物や岩石など）や大型化石、木材などについて、
非破壊でX線透過写真を多数撮影し、2次元・3次元イ
メージングすることで試料の内部構造や密度変化などを
可視化する。

○共同利用・共用化される国内唯一の設備である。
○80chの検出器でスキャンできるため1.5ｍ⾧試料を約3

分で撮影が可能である。

延べ利用人数 155 名

蛍光X線コアスキャナー Itrax
○ボーリングなどによって海底や陸上で採取された地質柱状

試料について、非破壊かつ自動で蛍光X線化学分析し、
連続的な元素分布を得る。

○国内最高の最大1.8m⾧の試料をセットでき、国際深海
科学掘削計画（IODP）の規格（1.5m⾧）にも対応
している。

○X線を0.2mmにコリメートし、国内最高の高い解像度で
の分析が可能である。

大型磁気シールド実験室
○堆積物・岩石等の地質試料が保持する残留磁化は非常

に微弱なため、測定には磁気的にクリーンな環境が必要。
当設備は、鉄とニッケルの合金で周囲が三層に囲まれた構
造であり、設備内空間の磁場は外部の約1/500程度。
内部の広さは世界最大級である。

○設備内に、超伝導磁力計・スピナー磁力計・熱消磁装置・
交流消磁装置等の磁気分析機器を設置。

※実績は令和6年度

延べ利用人数 217 名

延べ利用人数 1,260 名

これまでの利用者の所属機関分布

※実績はこれまでの累積



activity

共同利用・共同研究の採択実施課題の年次推移

手法別



activity

拠点運営に係る特色ある取組～海洋研究開発機構との共同運営～

海洋コア国際研究所

所⾧:
佐野有司

副所⾧:
岩井雅夫
山本裕二

協議会

運営委員会

共同運営協議会

高知大学 海洋研究開発機構

高知コア研究所

課題選定委員会

包括連携

協力

地球掘削科学研究ユニット

国際共同研究推進ユニット

コア試料解析支援室

学術コアリポジトリ運用室

先端分析装置群・
技術サポート室

客員教員

地球掘削科学国際研究拠点

MaCRI等組織図



activity

拠点運営に係る特色ある取組～リポジトリコア再解析プログラム～




